＜広報課の自主媒体の強化（新規・既存）＞

	若者をターゲットにした広報媒体作成


1. 現状の課題

· 現在の府政だよりは、３００万部以上の配布実績を持ち、伝えなければいけない府政情報を府民に広く、等しく伝える役割を担っているが、反面、総花的になりがちで、一つ一つの情報を深く、魅力的に伝えることができない。また、新聞折込みによる配布のため、新聞を購読していない若年層が手にする機会を拡充する必要がある。
· 現在、ローソンラックなど広報拠点を拡大しているが、配備しているリーフレットは、１ヶ月で約20%程度しか手にとられていないため、ただ、配備することによる配布方法にも限界がある。
2. 目的と方向性

· ターゲットを若年層（新聞を読まない層）に絞り、より「手にとってもらえる」可能性の高い魅力的な情報誌（媒体）を作成することで、より効果的・効率的に府政情報を発信する。

· 配布にあたっては、街頭や若者が集まる場所等で直接若者に配布することにより、府政情報に直接触れる機会を作る。

3. 事業の内容

1 情報誌の編集・発行

· 年2回発行Ａ４サイズ、１６ページ

· 20～30代

· 内容例

1-2ｐ　　　　表紙・巻頭・目次

3-7ｐ　　　　特集ページ若年層向けの情報発信（学び・働くなど）

8-9ｐ　　　　大阪府庁のお仕事紹介

10-11p　　　大阪の魅力発信（大阪の都市・大阪の食）

12-13p　　　大阪OL座談会（大阪は今！）

14-16p　　　公園・文化施設・講演などのイベント紹介
	府政だより
	多くの人に、広く浅く、できるかぎり多くの情報を伝える媒体。情報の入り口・きっかけ
	新聞

	情報誌
	ターゲット層が、自発的に情報を取ろうと思える媒体。

より、深くテーマに切り込み、わかりやすく伝えることが目的。
	雑誌


2 情報誌の配布

· 街頭における配布
· イベント・試写会・大学等における配布
作成数；10万部×２回(府内20～30代約250万人の８％を対象)
4. 必要費用

1 情報誌の企画・編集費用（企画編集費、取材・撮影、ライティング、デザイン費）

1100千円×２回＝２，２００千円

2 情報誌の印刷費用

27.5円×１０万部×２回＝５，５００千円

3 情報誌の配布要員費用（情報誌の運搬を含む。）
　　　　15000円(２名・４ｈ；2000部)×３５日×２回＝１，０５０千円

　８，７５０千円　

5. 期待される効果
1 府政の情報発信力の向上

2 大阪府に対する興味・関心・好感度の向上

一部当たりの発行価格　３８．５円

以　上































